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法
政
史
学
　
第
八
十
一
号

五
八

　
　
　
　
　

一

　

二
〇
一
三
年
四
月
大
久
保
長
安
所
縁
の
東
京
都
八
王
子
市
で
没
後
四
〇
〇

年
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
八
王
子
で
〇
九
年
に

本
学
名
誉
教
授
村
上
直
氏
を
顧
問
と
し
設
立
さ
れ
た
「
長
安
研
究
会
」
が
、

石
見
銀
山
、
甲
府
、
小
田
原
な
ど
の
地
域
と
の
情
報
交
換
を
通
し
、
市
民
に

よ
る
ま
ち
の
活
性
化
へ
の
寄
与
を
確
信
し
て
、
長
安
研
究
に
特
化
し
一
一
年

発
足
し
た
「
大
久
保
長
安
の
会
」
が
主
と
な
り
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
会
が
、
今
後
の
大
久
保
長
安
研
究
を
深
化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
ト
ー

タ
ル
的
に
村
上
氏
の
論
考
か
ら
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
、
本
学
教
授
馬

場
憲
一
氏
に
編
集
を
依
頼
し
、
村
上
直
氏
が
一
九
六
〇
年
か
ら
二
〇
〇
一
年

ま
で
著
し
た
大
久
保
長
安
に
関
す
る
論
考
二
十
八
編
よ
り
十
五
編
を
セ
レ
ク

ト
し
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
論
文
は
節
と
は
せ
ず
、原
著
論
文
を
尊
重
し
、

そ
れ
ら
に
手
を
加
え
る
こ
と
は
せ
ず
に
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、

初
出
時
の
論
文
名
で
独
立
し
て
い
る
が
、
次
の
目
次
で
示
す
よ
う
に
、
内
容

に
よ
り
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
括
っ
て
い
る
。

　
　
　

目　

次

　

Ⅰ　

大
久
保
長
安
の
出
自
と
甲
斐

　
　
　
　

武
田
蔵
前
衆
に
つ
い
て

　
　
　
　

大
久
保
石
見
守
長
安
と
猿
楽
衆

　
　
　
　

大
久
保
石
見
守
長
安
と
甲
斐

　
　
　
　

関
東
と
甲
斐
国
の
連
帯
性
―
大
久
保
長
安
の
支
配
領
域
に
関
連
し
て
―

　

Ⅱ　

大
久
保
長
安
の
在
地
支
配
と
初
期
幕
政

　
　
　
　

後
北
条
氏
か
ら
徳
川
氏
へ
―
多
摩
地
域
を
中
心
と
し
て
―

　
　
　
　

初
期
関
東
に
お
け
る
代
官
陣
屋
に
つ
い
て

　
　
　
　

江
戸
時
代
初
期
の
代
官
―
特
に
伊
奈
・
大
久
保
・
彦
坂
を
中
心
に
―

　
　
　
　

幕
府
創
業
期
に
お
け
る
奉
行
衆
―
大
久
保
石
見
守
長
安
を
中
心
に
―

　
　
　
　

初
期
幕
府
政
治
の
動
向
―
大
久
保
石
見
守
長
安
事
件
を
中
心
に
―

　

Ⅲ　

大
久
保
長
安
と
石
見
銀
山
の
支
配

　
　
　
　

初
期
に
お
け
る
石
見
銀
山
の
支
配
―
大
久
保
石
見
守
長
安
を
中
心
に
―

近
世
初
期
石
見
銀
山
の
支
配
と
経
営
―
大
久
保
石
見
守
長
安
時
代
を

中
心
に
―

　

Ⅳ　

大
久
保
長
安
と
佐
渡
鉱
山
の
支
配

近
世
初
期
鉱
山
の
支
配
に
つ
い
て
―
特
に
大
久
保
石
見
守
長
安
を
中

心
に
―

　
　
　
　

近
世
初
期
佐
渡
鉱
山
の
支
配
形
態

　

Ⅴ　

大
久
保
長
安
の
実
績
と
人
物
考

　
　
　
　

大
久
保
石
見
守
長
安
の
研
究
覚
書

　
　
　
　

幕
府
権
力
と
大
久
保
長
安

〈
書
評
と
紹
介
〉

村
上　

直　

著

『
論
集　

代
官
頭
大
久
保
長
安
の
研
究
』

	

西
沢　

淳
男
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五
九

書
評
と
紹
介

　
　
　
　
　

二

　

次
に
、
各
論
文
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
が
、
凡
例
で
も
断
っ
て
い

る
よ
う
に
論
考
に
重
複
が
み
ら
れ
る
の
で
、
各
論
文
の
主
た
る
部
分
に
つ
い
て

の
も
の
と
す
る
。

　
「
武
田
蔵
前
衆
に
つ
い
て
」
で
は
、
甲
斐
武
田
氏
の
直
属
家
臣
団
で
あ
る
蔵

前
衆
（
い
わ
ゆ
る
代
官
衆
）
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
大
久
保
十

兵
衛
（
長
安
）
が
お
り
、
徳
川
家
康
の
五
ヵ
国
領
有
時
代
に
抜
擢
を
う
け
、
伊

奈
忠
次
を
補
佐
し
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
の
徳
川
再
領
時
代
に
武
田
遺
臣

を
登
用
し
て
い
く
中
で
、
長
安
は
国
奉
行
と
な
り
、
地
方
支
配
は
蔵
前
衆
の
系

譜
を
持
つ
地
方
巧
者
を
直
系
代
官
と
し
て
統
率
・
整
備
し
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら
、

そ
の
動
向
を
注
視
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

　
「
大
久
保
石
見
守
長
安
と
猿
楽
衆
」
で
は
、
武
田
家
猿
楽
衆
大
蔵
大
夫
の
次

男
と
さ
れ
る
長
安
の
出
自
の
諸
説
を
整
理
し
、
大
和
猿
楽
と
の
関
係
か
ら
大
和

国
出
身
と
記
す
史
書
の
多
さ
に
着
目
し
、
猿
楽
側
関
係
史
料
か
ら
検
討
を
加
え
、

長
安
の
士
分
取
立
後
も
養
子
氏
紀
を
通
じ
猿
楽
衆
と
濃
厚
な
関
係
が
維
持
さ
れ

て
い
た
と
す
る
。

　
「
大
久
保
石
見
守
長
安
と
甲
斐
」
で
は
、
武
田
遺
臣
で
あ
る
長
安
の
甲
斐
国
に

お
け
る
施
策
と
動
向
を
み
た
上
で
、
長
安
死
後
の
誅
断
過
程
を
示
し
、
陰
謀
説

は
見
い
だ
せ
な
い
と
し
、
地
方
史
料
の
発
掘
の
中
か
ら
正
し
い
歴
史
評
価
を
し

て
い
く
べ
き
と
す
る
。

　
「
関
東
と
甲
斐
国
の
連
帯
性
」
で
は
、
地
理
的
に
称
え
ら
れ
る
関
東
、
甲
信
越

と
い
う
言
葉
の
持
つ
強
い
関
連
性
を
、
歴
史
的
に
解
き
明
か
す
必
要
性
を
説
い

た
。
関
東
と
甲
斐
の
国
境
に
あ
る
横
山
（
八
王
子
）
を
地
域
拠
点
と
す
る
政
治

的
構
想
は
長
安
に
よ
る
と
す
る
。
家
康
の
関
東
入
国
後
の
甲
斐
は
、
豊
臣
系
の

有
力
大
名
の
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
国
境
の
軍
事
的
緊
張
か
ら
武
田
旧
臣
を
主

体
と
す
る
小
人
頭
と
同
心
（
八
王
子
千
人
同
心
の
原
型
）、
長
安
及
び
配
下
の
代

官
衆
の
陣
屋
設
置
、
町
立
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
関
ヶ
原
後
は
、
徳
川
氏
の
甲

斐
再
領
に
よ
り
、
関
東
と
甲
斐
と
の
一
体
化
し
た
一
円
支
配
、
さ
ら
に
信
濃
・

越
後
と
の
連
帯
性
の
強
化
を
は
か
る
た
め
、
甲
州
道
中
の
整
備
と
そ
れ
を
補
完

す
る
多
く
の
脇
往
還
等
が
設
け
ら
れ
た
と
す
る
。

　
「
後
北
条
氏
か
ら
徳
川
氏
へ
」
で
は
、
全
国
か
ら
み
た
関
東
、
関
東
に
お
け
る

南
関
東
、
南
関
東
に
お
け
る
多
摩
地
域
と
い
っ
た
地
域
的
特
質
を
、
後
北
条
時

代
か
ら
家
康
の
関
東
入
国
後
に
い
た
る
移
行
期
を
中
心
に
歴
史
的
に
考
察
し
て

い
る
。
後
北
条
時
代
の
滝
山
・
八
王
子
城
に
お
け
る
在
地
支
配
を
基
本
的
に
継

承
し
、
代
官
頭
大
久
保
長
安
の
小
門
陣
屋
（
八
王
子
）
を
拠
点
と
し
な
が
ら
も
、

多
摩
川
上
流
三
田
谷
・
杣
保
地
域
に
は
青
梅
・
森
下
陣
屋
や
高
麗
本
郷
陣
屋
の

設
定
に
よ
り
、
在
地
性
の
強
い
山
之
根
地
方
の
掌
握
を
試
み
、
慶
長
検
地
を
契

機
に
新
た
な
「
領
」
の
地
域
支
配
秩
序
を
分
割
再
編
成
し
、
近
世
的
支
配
体
制

を
確
立
し
て
い
っ
た
と
す
る
。

　
「
初
期
関
東
に
お
け
る
代
官
陣
屋
に
つ
い
て
」
で
は
、
徳
川
家
康
の
関
東
入
国

後
の
在
地
支
配
の
拠
点
で
あ
っ
た
代
官
頭
及
び
配
下
の
代
官
達
の
陣
屋
を
、『
新

編
武
蔵
風
土
記
稿
』『
新
編
相
模
風
土
記
稿
』
と
い
っ
た
地
誌
類
か
ら
丹
念
に
拾

い
出
し
、
そ
の
成
立
や
廃
止
に
つ
い
て
実
態
を
考
察
し
た
も
の
で
、
初
期
に
お

い
て
は
軍
事
的
な
側
面
も
強
く
持
ち
な
が
ら
、
生
産
力
の
拡
充
と
地
域
的
市
場

の
掌
握
を
企
図
し
て
設
定
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
幕
政
上
の
代
官
の
吏
僚
化
志
向

や
軍
事
的
配
慮
の
必
要
性
が
除
去
さ
れ
る
に
従
い
、
陣
屋
支
配
の
廃
止
が
促
進

さ
れ
、
年
貢
請
負
人
的
代
官
の
失
脚
や
元
禄
の
総
検
地
や
地
方
直
し
実
施
の
過
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法
政
史
学
　
第
八
十
一
号

六
〇

程
で
廃
止
さ
れ
、
年
貢
地
へ
払
い
下
げ
ら
れ
た
と
す
る
。

　
「
江
戸
時
代
初
期
の
代
官
」
で
は
、
長
安
と
伊
奈
忠
次
・
彦
坂
元
正
の
三
人
の

代
官
頭
に
よ
る
関
東
領
国
支
配
形
態
を
概
観
し
、
初
期
代
官
は
恣
意
的
支
配
を

あ
る
程
度
容
認
さ
れ
て
い
た
が
、
農
民
の
不
満
が
発
生
し
た
場
合
は
、
代
官
の

犠
牲
に
よ
り
事
態
収
拾
が
図
ら
れ
る
な
ど
身
分
的
に
は
不
安
定
で
、
伊
奈
氏
を

除
い
た
代
官
頭
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
代
官
・
手
代
も
寛
文
か
ら
元
禄
期
ま
で

に
不
正
・
私
曲
あ
る
い
は
農
民
の
直
訴
に
よ
る
絶
家
も
少
な
く
な
く
、
幕
府
成

立
過
程
で
礎
を
築
い
た
代
官
・
手
代
の
系
統
の
多
く
は
、
支
配
体
制
の
確
立
と

と
も
に
姿
を
消
し
た
と
す
る
。

　

｢

幕
府
創
業
期
に
お
け
る
奉
行
衆｣
で
は
、
在
方
支
配
を
担
っ
た
代
官
頭
と
し

て
の
大
久
保
長
安
で
は
な
く
、
幕
政
初
期
の
職
制
確
立
以
前
の
多
様
な
奉
行
衆

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
一
人
と
し
て
の
長
安
の
性
格
や
幕
閣
に

お
け
る
位
置
を
み
た
も
の
で
、
奉
行
と
し
て
地
頭
・
代
官
の
恣
意
を
抑
圧
す
る

立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
大
久
保
忠
隣
・
本
多
正
信
の
長
安
に
対
す
る
絶
対
的
優

位
が
み
ら
れ
も
の
の
、
武
功
派
の
地
方
巧
者
へ
の
軽
視
の
な
か
に
あ
っ
て
、
例

外
的
に
長
安
に
つ
い
て
は
代
官
頭
と
し
て
も
奉
行
と
し
て
も
重
要
な
位
置
を
し

め
、
二
面
性
は
幕
初
に
お
い
て
こ
そ
許
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

　

｢

初
期
幕
府
政
治
の
動
向｣

で
は
、
長
安
死
後
、
一
族
を
は
じ
め
幕
閣
・
諸

侯
が
連
座
し
失
脚
す
る
、
い
わ
ゆ
る
大
久
保
長
安
事
件
に
つ
い
て
、
誅
罰
要
因

の
諸
説
を
整
理
し
た
上
で
、
初
期
の
幕
府
政
治
動
向
や
姻
戚
関
係
か
ら
、
三
河

譜
代
の
伊
奈
忠
次
が
支
配
地
を
関
東
を
中
心
に
幕
閣
中
枢
と
の
姻
戚
関
係
が
強

か
っ
た
の
に
対
し
、
長
安
の
支
配
地
は
全
国
に
及
び
、
豊
臣
系
の
外
様
大
名
と

の
姻
戚
関
係
が
強
く
、
慶
長
年
間
、
豊
臣
政
権
の
幕
閣
内
部
へ
の
浸
透
を
排
除

す
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
代
官
頭
の
職
権
拡
大
を
阻
止
し
、
在
地
支
配
体

制
の
転
換
を
果
た
し
た
事
件
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
「
初
期
に
お
け
る
石
見
銀
山
の
支
配
」
で
は
、
長
安
支
配
に
よ
る
銀
山
開
発
活

況
は
、
技
術
巧
者
と
し
て
石
見
国
出
身
者
（
毛
利
時
代
の
役
人
も
含
む
）
を
中

核
と
し
な
が
ら
も
武
蔵
・
相
模
・
駿
河
国
や
甲
斐
か
ら
も
武
田
蔵
前
衆
と
密
接

に
関
わ
る
鉱
山
開
発
を
担
当
す
る
金
山
衆
と
み
ら
れ
る
者
を
地
役
人
と
し
て
採

用
し
、
長
安
の
直
接
指
示
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
、
長
安
に
よ
り
抜
擢
さ
れ
た

山
師
の
安
原
備
中
因
繁
の
技
術
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
石
見
守
叙
任
は
こ

の
功
績
と
し
、
石
見
に
お
け
る
採
鉱
技
術
と
経
営
の
発
展
が
、
長
安
や
銀
山
役

人
を
触
媒
と
し
佐
渡
や
伊
豆
の
直
轄
鉱
山
の
活
況
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
と
す

る
。
ま
た
、
長
安
に
つ
い
て
、
江
戸
後
期
の
大
森
で
は
鉱
山
の
盛
衰
に
関
連
し

て
そ
の
手
腕
を
再
評
価
し
、
盛
況
を
祈
願
す
る
動
き
が
あ
っ
た
と
す
る
。

　

｢

近
世
初
期
石
見
銀
山
の
支
配
と
経
営｣

で
は
、
毛
利
氏
時
代
の
銀
山
奉
行
佐

世
石
見
守
配
下
で
あ
っ
た
今
井
越
中
守
・
宗
岡
弥
右
衛
門
・
吉
岡
隼
人
・（
石
田

喜
右
衛
門
）
に
よ
り
支
配
実
務
は
踏
襲
さ
れ
、
石
見
の
所
領
二
万
石
は
、
直
系

の
代
官
や
役
人
に
よ
り
あ
る
程
度
組
織
と
職
務
分
掌
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
戦
国

期
以
来
の
古
い
代
官
請
負
制
が
克
服
さ
れ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
た

と
い
う
。

　

｢

近
世
初
期
佐
渡
鉱
山
の
支
配
に
つ
い
て｣

で
は
、
慶
長
六
年
よ
り
は
じ
ま
る

長
安
配
下
の
代
官
と
み
ら
れ
る
田
中
清
六
以
下
の
四
奉
行
制
か
ら
、
同
八
年
農

民
の
江
戸
出
訴
に
よ
る
四
奉
行
制
の
消
滅
と
長
安
直
支
配
の
過
程
を
論
じ
、
領

主
権
力
の
在
地
掌
握
を
直
接
的
企
図
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
家
康
六
男
松

平
忠
輝
の
越
後
福
島
（
高
田
）
へ
の
移
封
は
、
信
濃
川
中
島
（
松
代
）
時
代
よ

り
の
家
老
で
あ
っ
た
長
安
に
よ
る
佐
渡
と
越
後
の
統
一
支
配
、
さ
ら
に
は
川
中

島
を
通
過
す
る
北
国
街
道
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
金
の
江
戸
輸
送
も
含
め
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六
一

書
評
と
紹
介

た
統
一
的
把
握
を
確
立
し
た
と
す
る
。

　

｢
近
世
初
期
佐
渡
鉱
山
の
支
配
形
態｣

で
は
、
長
安
に
よ
る
佐
渡
直
支
配
後
に

鶴
子
か
ら
相
川
に
陣
屋
を
移
し
、
目
代
大
久
保
山
城
や
石
見
大
森
か
ら
宗
岡
佐

渡
、武
田
蔵
前
衆
で
あ
っ
た
小
宮
山
民
部
を
派
遣
し
開
始
さ
れ
、自
ら
も
渡
海
し
、

さ
ら
に
直
系
の
代
官
・
地
役
人
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
一
国
把
握
を
促
進
し

た
と
す
る
。
長
安
の
佐
渡
鉱
山
経
営
は
、
運
上
入
札
制
か
ら
直
山
制
に
切
り
替

え
る
と
と
も
に
、
大
森
や
伊
豆
の
採
掘
と
競
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
活
況
を
も

た
ら
そ
う
と
し
た
こ
と
等
、
田
中
清
六
・
小
宮
山
民
部
・
宗
岡
佐
渡
・
吉
岡
出

雲
と
い
っ
た
配
下
の
動
向
か
ら
、
彼
ら
が
果
た
し
た
役
割
が
重
要
で
あ
っ
た
と

す
る
。

　

｢

大
久
保
石
見
守
長
安
の
研
究
覚
書｣
で
は
、
一
九
六
七
年
段
階
で
の
研
究
史

に
お
け
る
長
安
に
関
す
る
出
自
・
叙
任
・
陰
謀
説
・
陣
屋
地
（
屋
敷
地
）・
石
見

検
地
等
基
礎
事
項
に
関
す
る
諸
説
の
整
理
と
確
定
を
し
て
い
る
。

　
「
幕
府
権
力
と
大
久
保
長
安
」
で
は
、
発
表
し
た
「
大
久
保
石
見
守
長
安
の
研

究
覚
書
」
に
つ
い
て
『
史
学
雑
誌
』
の
「
回
顧
と
展
望
」
に
お
い
て
指
摘
さ
れ

た
点
に
関
し
て
、
一
次
史
料
だ
け
で
な
く
各
地
に
散
在
す
る
遺
跡
や
金
石
文
等

も
、
こ
う
し
た
遺
跡
の
持
つ
意
味
や
再
評
価
の
動
き
も
幕
府
権
力
と
の
関
係
を

考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
、
反
論
す
る
。

　
　
　
　
　

三

　

こ
こ
で
本
書
全
体
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
コ
メ
ン
ト
を
し
て
お
き
た
い
。

　

本
書
の
利
用
に
お
い
て
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
論
文
の
合
冊
集
で
あ
る
と

し
て
み
れ
ば
、
研
究
史
の
集
約
と
し
て
利
用
し
易
い
が
、
単
著
の
表
題
か
ら
統

一
さ
れ
た
内
容
を
期
待
し
て
し
ま
う
と
拍
子
抜
け
感
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
編
集

方
針
と
し
て
断
っ
て
は
あ
る
が
、
論
述
及
び
引
用
史
料
に
相
当
数
の
重
複
が
み

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
掲
載
論
文
も
、
註
の
付
さ
れ
た
学
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ

た
も
の
か
ら
そ
う
で
な
い
も
の
ま
で
が
混
在
し
て
お
り
、
統
一
感
に
欠
け
、
無

理
に
記
念
事
業
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
編
者
に
よ
る
交
通
整
理
や
採
用
さ

れ
た
論
文
の
研
究
史
上
の
位
置
付
け
意
義
に
つ
い
て
の
補
足
は
必
要
で
あ
っ
た

の
で
な
い
か
と
思
う
。

　

例
え
ば
、
長
安
が
武
田
蔵
前
衆
で
あ
っ
た
点
や
そ
れ
に
関
連
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
史
料
上
の
制
約
か
ら
共
通
し
て
『
甲
斐
国
志
』
や
『
甲
陽
軍
鑑
』・『
朝

野
旧
聞
裒
藁
』
等
々
の
二
次
史
料
に
よ
る
記
述
が
中
心
に
な
る
。
他
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
も
同
様
で
あ
る
。
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
論
文
を
読
む
場
合
に
は
よ
い
が
、

通
読
す
る
場
合
に
は
繰
り
返
し
同
一
史
料
や
記
述
を
読
む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。

　

同
様
に
佐
渡
鉱
山
支
配
に
つ
い
て
、
最
初
の
論
考
で
田
中
清
六
ら
の
四
奉
行

体
制
か
ら
長
安
の
直
接
支
配
へ
代
わ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
次
の
論
考
で
は
田

中
清
六
ら
の
四
代
官
制
と
記
述
さ
れ
、
他
の
論
考
に
も
四
代
官
と
四
奉
行
が
混

在
し
、
通
読
す
る
と
混
乱
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
総
説
的
に
「
長
安
の
研
究
覚
書
」
が
本
書
の
最
初
に
配
さ
れ
て
い
た

方
が
、
そ
の
後
の
各
論
文
を
読
む
際
に
理
解
を
助
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

一
方
、
本
書
の
特
徴
と
し
て
原
則
原
著
論
文
に
収
録
さ
れ
て
い
た
当
時
の

遺
跡
・
遺
物
の
写
真
を
掲
載
し
各
論
考
の
補
足
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
う
し
た
伝
説
・
遺
跡
に
関
し
て
は
、
村
上
氏
が
別
稿
（
（
（

で
代
官
の
顕
彰
碑
や

生
祠
の
実
態
を
考
察
し
、
本
書
の
最
後
の
論
考
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

近
年
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
記
念
碑
や
村
方
旧
記
・
地
誌
等
の
編
纂
物
か
ら
地

域
社
会
に
お
け
る
歴
史
意
識
を
論
ず
る
研
究
（
（
（

や
、
大
久
保
長
安
に
つ
い
て
の
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法
政
史
学
　
第
八
十
一
号

六
二

集
合
的
記
憶
に
つ
い
て
の
論
考
（
（
（

に
も
、
す
べ
て
通
底
し
て
お
り
、
一
次
史
料

だ
け
で
な
く
伝
説
、
二
次
史
料
や
金
石
文
、
遺
跡
を
利
用
し
な
が
ら
近
世
後

期
に
長
安
を
再
評
価
し
て
い
く
地
域
社
会
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

み
て
い
こ
う
と
す
る
先
駆
的
な
論
考
に
は
、
現
在
の
最
新
の
研
究
志
向
を
先

取
り
し
た
先
見
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
一
九
六
〇
年
代
の
論
考
が
中
心
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
古
さ
を
感
じ
さ
せ
ず
今
な
お
大
久
保
長
安
研
究
の
金
字
塔
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
な
い
。
近
世
初
期
に
絶
家
し
て
し
ま
っ
た
長
安
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
地
域
支
配
に
お
い
て
一
次
史
料
の
発
見
に
よ
り
施
策
が
補
強
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
根
本
的
な
長
安
に
関
す
る
基
礎
事
項
は
二
次
史
料
に
依
拠
し
て
い

る
限
り
大
き
く
変
容
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
本
書
で
は
京
都
・
伏

見
・
奈
良
と
い
っ
た
畿
内
や
駿
府
・
美
濃
で
の
長
安
つ
い
て
の
論
考
が
な
い
た
め
、

語
り
尽
く
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
本
書
と
併
せ
て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
集
『
大
久
保
長
安
に
迫

る
―
徳
川
家
康
の
天
下
を
支
え
た
総
代
官
』（
揺
籃
社
、
二
〇
一
三
年
）
を
通
読

す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
書
を
踏
ま
え
た
長
安
の
新
た
な
人
物
像
と
各
地
で
の
事

績
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
書
と
も
ぜ
ひ
一
読
を
薦
め
た
い
。

　

な
お
筆
者
の
力
量
不
足
か
ら
、
著
者
の
真
意
と
は
乖
離
し
た
紹
介
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
ご
海
容
願
い
た
い
。

（
二
〇
一
三
年
四
月
刊　

Ａ
５
版　

四
三
七
頁　

揺
籃
社　

定
価
二
八
〇
〇
円

＋
税
）

註（
１
）		

村
上
直
「
江
戸
幕
府
代
官
の
民
政
に
関
す
る
一
考
察
」（『
徳
川
林

政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
昭
和
四
十
五
年
度
、
一
九
七
一
年
）。

（
２
）		

羽
賀
祥
二
『
史
蹟
論
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）、

岩
橋
清
美
『
近
世
日
本
の
歴
史
意
識
と
情
報
空
間
』（
名
著
出
版
、

二
〇
一
〇
年
）。

（
３
）		

馬
場
憲
一
「
多
摩
地
域
に
お
け
る
代
官
頭
大
久
保
長
安
の
事
績
と

記
憶
」（『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
一
五
一
号
、
二
〇
一
三
年
）。

［
付
記
］
本
編
の
校
正
中
、
村
上
直
先
生
の
訃
報
に
接
し
た
。
言
葉
が
見
つ

か
ら
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
学
恩
に
感
謝
し
、
先
生
の
御
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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